
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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や
わ
ら
か
な
朝
の
日
受
け
し
門
松
の

松
葉
は
深
き
緑
色
増
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

く
っ
き
り
と
夜
空
に
月
は
冴
え
て
い
て

静
か
に
冬
の
時
移
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子
　

さ
わ
や
か
に
風
吹
き
ぬ
け
る
教
室
に

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
し
て
く
る
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

電
線
に
首
か
し
げ
い
る
尾
羽
二
羽

こ
の
菜
を
目
当
て
に
し
て
い
る
よ
う
に
　
　
　
坂
3

武
笠
千
代
子

見
渡
せ
ば
一
人
暮
ら
し
の
友
が
増
え

け
ん
か
も
出
来
ぬ
さ
び
し
い
く
ら
し
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子

こ
の
先
は
落
人
の
里
冬
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
本
2

市
川
　
和
夫

猫
車
押
す
園
丁
や
庭
枯
る
る
　
　
　
　
　
　
　
桜
1

奥
山
　
賢
助

街
並
の
冬
景
色
な
る
海
野
宿
　
　
　
　
　
　
　
緑
1

村
岡
ト
シ
子

老
妻
の
介
護
の
日
々
や
寒
の
内
　
　
　
　
　
　
南
5

中
野
　
好
一

冬
ぬ
く
し
遠
き
山
々
潤
み
を
り
　
　
　
　
　
　
南
2

高
橋
　
節
子

落
葉
降
る
幣
衣
破
帽
の
ブ
ロ
ン
ズ
に
　
　
　
　
南
5

吉
永
　
広

冬
う
ら
ら
豊
か
な
夢
を
裸
婦
の
像
　
　
　
　
　
南
5

中
山
　
明
子

亡
き
母
の
こ
と
を
想
ひ
つ
林
檎
む
く
　
　
　
　
里
　
　
磯
貝
　
定
子

ま
っ
す
ぐ
に
育
っ
た
孫
の
澄
む
瞳
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

年
明
け
て
ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
に
出
あ
え
る
か
　
坂
3

永
井
　
久
江

話
が
は
ず
む
連
れ
で
楽
し
い
旅
と
な
る
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

人
生
の
悲
喜
こ
も
ご
も
に
笑
い
合
い
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

電
子
本
紙
の
感
触
味
わ
え
ず
　
　
　
　
　
　
　
本
3

藤
原
　
光
信

去
る
我
が
家
汗
と
涙
が
過
去
を
知
り
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

ふ
る
さ
と
の
訛
に
逢
え
た
新
幹
線
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
左
吉

異
国
の
地
散
っ
た
友
え
の
香
を
焚
く
　
　
　
　
辻
　
　
秋
山
　
静
江

市
商
工
会
・
商
店
街
連
合
会
で

は
、
平
成
21
年
に
発
行
し
、
大
好

評
で
あ
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
第
2
弾（
総
額
8
7
0
0
万
円
、

プ
レ
ミ
ア
率
10
％
・
20
％
の
2

種
）
を
3
月
末
に
発
行
す
る
予
定

で
す
。

こ
れ
に
伴
い
商
品
券
を
取
り
扱

う
加
盟
店
を
募
集
し
ま
す
。
利
用

者
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
鳩
ヶ
谷
の
経
済
活
性
化
の
た

め
に
、
多
く
の
商
店
・
事
業
所
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
　
象

市
内
の
商
工
業
者
（
一

部
業
種
を
除
く
）

申
込
み

所
定
の
参
加
申
請
書

で
、
2
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
商

工
会
へ
（
詳
細
は
「
は
と
が
や
ま

る
と
く
商
品
券
取
扱
要
領
」
に
よ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

問
合
せ

市
商
工
会
1
2
8
1
・

5
5
5
5

期
　
日

3
月
13
日
（
日
）

場
　
所

新
潟
県
妙
高
杉
ノ
原
ス

キ
ー
場
（
現
地
集
合
・
解
散
）

費
　
用

3
0
0
0
円
（
大
回
転

2
本
）
※
現
地
ま

で
の
交
通
手
段
相

談
可

表
　
彰

ジ
ュ
ニ

ア
〜
壮
年
ま
で
の

部
門
別
表
彰

申
込
み
・
問
合
せ
　
3
月
1
日

（
火
）
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て

市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
・
今
井
1

2
8
1
・
3
5
7
5

対
　
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上

の
働
く
意
欲
が
あ
る
健
康
な
方

説
明
会

毎
月
第
3
火
曜
、
午
後

1
時
半
か
ら
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で

業
務
内
容

公
共
施
設
等
の
管
理

お
よ
び
清
掃
、
駅
自
転
車
駐
車
場

管
理
な
ど

問
合
せ

6
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
1
2
8
1
・
9
8
8
1

干
支
の
「
う
さ
ぎ
」
を
、
軍
手

を
使
っ
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

み
な
さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

日

時

2
月
22
日
（
火
）
午
後

2
時
〜
4
時

場
　
所

南
公
民
館
　

対
　
象

65
歳
以
上
の
方
20
人

費
　
用

無
料（
当
日
参
加
不
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

「
ア
ロ
マ
で
脳
を
活
性
化
！
」

生
活
に
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
取
り

入
れ
て
心
と
体
を
活
性
化
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
心
地
よ
い
香
り
の
ル
ー

ム
ス
プ
レ
ー
と
化
粧
水
を
作
り
ま

す
。

日
　
時

2
月
17
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　
師

石
田
寿
美
子
氏
（
A
E

A
J
認
定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

定
　
員
　
20
人

費
　
用

無
料（
当
日
参
加
不
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

第
6
回

認
知
症
予
防
教
室

体
育
協
会
杯

市
民
ス
キ
ー
大
会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

は
と
が
や
得
商
品
券

加
盟
店
募
集

国土交通省では、迅速なリコールの実施やリコ
ール隠し等の防止のため、「自動車不具合情報ホッ
トライン」を通じて、皆様のお車に発生した不具
合情報を収集しています。お車に不具合が発生し
た際には、情報をお寄せください。
問合せ　自動車不具合情報ホットライン10120－7
44－960（平日・日中）、自動音声103－3580－
4434（年中無休・24時間）ホームページhttp://ww
w.mlit.go.jp/RJ/

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
会
員
募
集

自動車の不具合情報をお寄せください



0
0
人
の
事
業
主
の
方
へ
も
新
た

に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
行
動
計

画
を
策
定
し
て
、
早
め
に
埼
玉
労

働
局
雇
用
均
等
室
へ
届
け
出
ま
し

ょ
う
。
毎
週
金
曜
日
に
は
無
料
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ

埼
玉
労
働
局
1

0
4

8
・
6
0
0
・
6
2
1
0

参
加
予
定
企
業
は
30
社
、
参
加

企
業
求
人
情
報
を
来
場
者
全
員
に

配
付
し
ま
す
。

日
　
時

2
月
18
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
4
時

場
　
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル

対
　
象

23
年
3
月
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
の
方

（
1
〜
3
年
以
内
程
度
の
既
卒
者

参
加
可
）

問
合
せ

県
雇
用
対
策
協
議
会
1

0
4
8
・
6
4
7
・
4
1
8
5

日
　
時

2
月
6
日
（
日
）
午
前

11
時
〜
午
後
4
時
、
2
月
19
日

（
土
）
正
午
〜
午
後
5
時

場
　
所

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
30
階

内
　
容

講
義
内
容
や
受
講
手
続

き
、
取
得
資
格
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

対
　
象

高
校
生
以
上
の
方

費
　
用

無
料

問
合
せ

7
私
立
大
学
通
信
教
育

協
会
1
0
3
・
3
8
1
8
・
3
8

7
0

日
　
時
　
2
月
27
日
（
日
）
午
前

9
時
半
か
ら

場
　
所
　
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
鳩
ヶ

谷
集
会
所

費
　
用

1
2
0
0
円
（
昼
食
代

含
む
）

問
合
せ

中
山
1
2
8
5
・
8
1

7
14

月
か
ら
「
一
般
事
業
主
行
動

計
画
」
の
策
定
・
届
出
、
公
表
・

周
知
が
従
業
員
1
0
1
人
か
ら
3

く
り
広
域
連
合
1
0
4
8
・
6
6

4
・
6
6
8
1

日
　
時

2
月
25
日

（
金
）
午
後
6
時
半

開
演
（
開
場
は
午
後

6
時
）

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

出
演
者

吉
原
朝
馬
、
橘
家
圓
十

郎
、
三
遊
亭
天
ど
ん
、
柳
亭
市
楽
、

翁
家
小
花
、
春
風
亭
朝
呂
久

費
　
用

2
0
0
0
円
（
前
売
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
1
2
8
5
・
6
2
0
8

料
、
申
込
不
要
。
先
着
1
0
0
0

人
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
）

問
合
せ

県
消
防
防
災
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
3
1
7
3

日
　
時

2
月
14
日
（
月
）
午
後

1
時
半
〜
4
時（
午
後
1
時
開
場
）

場
　
所

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

定
　
員

1
0
0
0
人

申
込
み

2
月
3
日
（
木
）
〜
9

日
（
水
）
に
、
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
先
着
順
に
受
付
。

問
合
せ

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ

日
　
時

2
月
9
日
（
水
）
午
後

1
時
半
〜
4
時

場
　
所

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

内
　
容

講
演
q
「
阪
神
･
淡

路
大
震
災
と
新
潟
県
の
二
つ
の
地

震
」
平
井
邦
彦
氏(
長
岡
造
形
大

学
名
誉
教
授)

、
w
「
災
害
か
ら

生
き
延
び
る
た
め
に
」
田
中
淳
氏

（
東
京
大
学
総
合
防
災
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
長
）、
防
災
関
連
企

業
・
団
体
の
展
示
ブ
ー
ス
、
地
震

に
関
す
る
資
料
の
展
示
・
説
明
、

無
料
耐
震
診
断

定
　
員

1
3
0
0
人
（
入
場
無

11
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植
村
花
菜
さ
ん
の
「
ト
イ
レ
の

神
様
」
が
ヒ
ッ
ト
中
だ
。
祖
母
と

の
温
か
い
交
流
の
思
い
出
に
ふ
れ

た
感
性
豊
か
な
歌
で
あ
る
。

昨
年
8
月
、
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ

ブ
か
ら
こ
の
歌
の
C
D
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
。
メ
ン
バ
ー
の
皆

様
か
ら
、
学
校
の
ト
イ
レ
が
「
臭

く
、
汚
く
、
暗
く
」、
子
ど
も
た

ち
が
ト
イ
レ
に
行
き
た
が
ら
な
い

と
伺
っ
た
。
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
こ
と
で
、
正
直
驚
い
た
。

今
、
市
で
は
教
育
施
設
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
市
長
就
任

時
、
学
校
施
設
の
ひ
ど
い
状
況
に

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
こ

の
よ
う
な
教
育
環
境
の
下
で
「
学

力
向
上
」
と
言
っ
て
も
、
子
ど
も
た

ち
も
保
護
者
の
方
々
も
気
概
を
持

て
な
い
と
強
く
認
識
し
た
か
ら
だ
。

さ
て
、ト
イ
レ
改
修
に
あ
た
り
、

学
校
側
で
は
子
ど
も
た
ち
に
様
々

な
意
義
付
け
を
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

桜
町
小
で
は
、
小
さ
な
学
校
な

ら
で
は
の
創
意
工
夫
が
な
さ
れ

た
。
5
・
6
年
生
用
の
ト
イ
レ
改

修
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
意

見
や
要
望
を
工
事
に
反
映
さ
せ
た

の
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
代
表
者
と

教
職
員
等
で
「
み
ん
な
で
つ
く
る

ト
イ
レ
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
様
々

な
要
望
を
収
集
し
た
。そ
の
結
果
、

大
変
明
る
く
清
潔
感
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
期
待
ど
お
り
に
改
修

ト
イ
レ
の
神
様

さ
れ
た
。
ト
イ
レ
の
壁
は
桜
町
小

に
ち
な
ん
だ
桜
の
絵
の
タ
イ
ル
が

貼
ら
れ
、
ピ
ン
ク
・
赤
・
ブ
ル
ー

な
ど
子
ど
も
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
し

た
色
や
デ
ザ
イ
ン
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
今
で
は
、
低
学
年
生
も
使
う

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ト
イ
レ
を

き
れ
い
に
、
大
切
に
使
う
気
持
ち

を
育
ん
で
い
る
。

中
居
小
で
は
ト
イ
レ
の
改
修
が

な
さ
れ
た
も
の
の
、
清
掃
方
法
に

課
題
が
あ
り
、
臭
い
が
十
分
に
解

消
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
原
因
は
、
子
ど
も
た
ち
の

力
で
は
絞
り
切
れ
な
い
モ
ッ
プ
を

使
用
し
た
た
め
で
あ
り
、
不
衛
生

で
、
拭
き
掃
除
が
行
き
届
か
な
か

っ
た
た
め
だ
。
こ
の
た
め
、
子
ど

も
で
も
使
え
る
雑
巾
式
に
切
り
替

え
た
。
ク
レ
ン
ザ
ー
の
石
け
ん
水

で
拭
き
掃
除
を
し
、
乾
拭
き
も
実

施
し
た
。
ト
イ
レ
の
床
ま
で
手
を

付
い
て
懸
命
に
拭
い
て
い
る
た

め
、
も
ち
ろ
ん
臭
い
も
な
く
な
り

清
潔
そ
の
も
の
だ
。

今
で
は
学
校
応
援
団
や
P
T
A

の
協
力
も
あ
り
、
ま
た
、
学
校
も

「
清
掃
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
っ
た

り
、
掃
除
上
手
な
児
童
の
写
真
を

掲
示
す
る
な
ど
、
学
校
挙
げ
て
の

取
組
み
に
発
展
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
改
修
と
い
う
見
過
ご

し
が
ち
な
こ
と
を
、
学
校
側
が
子

ど
も
た
ち
も
交
え
て
真
剣
に
受
け

止
め
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
満
足

さ
せ
、
成
長
に
繋
が
る
工
夫
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
小
さ
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
あ
る
が
、
ま
さ
し
く
「
ト

イ
レ
に
は
本
当
に
神
様
が
い
た
」

こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

今
後
、
学
力
に
お
い
て
も
大
き

く
飛
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
が
改
正

将
棋
大
会

第
4
次
求
人
企
業

合
同
面
接
会

第
39
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

県
市
町
村
職
員
採
用

情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

大
学
通
信
教
育
合
同

入
学
説
明
会

地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー


